
財務諸表に対する注記 
１ 重要な会計方針 
（１）当事業年度より、公益法人会計基準（内閣府公益認定等委員会 最終改正 平成 20

年 4月 11日）を採用している。当事業年度は適用初年度であり、財務諸表の前年度
欄は省略している。 

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 
    貯蔵品 先入先出法による原価法 
（３）固定資産の減価償却の方法 
    有形固定資産 定額法 
（４）リース取引の処理方法 
    リース物件の所有者が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって行っ

ている。 
（５）消費税等の会計処理 
    消費税等の会計処理は税込方式により行っている。 
 
 
２ 基本財産及び特定財産の増減額及びその残高 
 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 
 

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産  

小計 0 0 0 0

特定資産  
 未来計画積立資産 7,972,096 4,051,638 5,227,705 6,796,029

 青少年育成積立資産 1,120,668 2,580 73,000 1,050,248

 古紙リサイクル福祉貢献運動積立資産 0 35,795 26,000 9,795

 特別会員会計積立資産 3,770,377 6,831 0 3,777,208

小計 12,863,141 4,096,394 5,326,705 11,633,280

合計 12,863,141 4,096,394 5,326,705 11,633,280
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３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳 
 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 
 

科目 当期末残高 (うち指定正味

財産からの充

当額) 

(うち一般正味

財産からの充

当額) 

(うち負債に対応す

る額) 

基本財産  

小計 0 0 0 0

特定資産  

 未来計画積立資産 6,796,029 (0) (6,796,029) (0)

 青少年育成積立資産 1,050,248 (0) (1,050,248) (0)

 古紙リサイクル福祉貢献運動積立資産 9,795 (0) (9,795) (0)

 特別会員会計積立資産 3,777,208 (0) (3,777,208) (0)

小計 11,633,280 (0) (11,633,280) (0)

合計 11,633,280 (0) (11,633,280) (0)

 
 
４ 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 
 

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品 161,600 87,264 74,336
合計 161,600 87,264 74,336
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